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みんなで目指そう！買い物弱者ゼロ	��� ２
高齢者を狙った悪質商法に注意を	���� ８

主な内容

どこか懐かしい農村の風景
　小野上地区の高台に広がる見事な棚田の風景。９月下
旬には、稲刈りや稲掛けに励む農家の皆さんの姿が見ら
れました。｢農村の風景･棚田の里｣の看板のとおり、辺り
一帯に漂うどこか懐かしい雰囲気。周辺の農園や野仏、
温泉などにも立ち寄って、ゆったりと散策を楽しんでみ
てはいかがでしょうか。
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今年7月から始まった移動販売を利用した皆さん
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みんなで目指そう！
買い物弱者ゼロ

　

市
で
は
平
成
23
年
度
、
買
い
物
弱

者
支
援
に
対
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検

討
す
る
た
め
、
無
作
為
に
抽
出
し
た

30
歳
以
上
の
市
民
３
０
０
０
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
か
ら
、｢

宅
配

サ
ー
ビ
ス｣｢

移
動
販
売｣｢

タ
ウ
ン
バ

ス
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
よ

る
送
迎
サ
ー
ビ
ス｣

と
い
っ
た
、
買
い

物
サ
ー
ビ
ス
に
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
売
店
約
４
０
０

店
を
対
象
に
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
や
移

動
販
売
な
ど
へ
の
対
応
の
可
否
と｢

宅

配
サ
ー
ビ
ス
店
ガ
イ
ド｣

へ
の
掲
載

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実

施
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
買
い
物
環
境
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、｢

買
い
物

　

本
市
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
郊
外
へ
の
大
型
商

業
施
設
の
進
出
を
起
因
と
す
る
小
売
店
の
衰
退
や
廃
業
に
よ

り
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
食
料
品
な
ど
の
買
い
物
に
不
便

を
き
た
し
て
い
る
地
域
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

の
た
め
自
動
車
が
運
転
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
買

い
物
に
出
掛
け
る
こ
と
が
困
難
に
感
じ
る
人
も
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
買
い
物
弱
者
に
対
す
る
利
便
性
の
向
上
お
よ
び

衰
退
し
て
い
る
商
業
の
活
性
化
の
ほ
か
、
中
心
市
街
地
へ
の

誘
客
を
目
的
と
し
た
、
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

買
い
物
環
境

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

買
い
物
弱
者
対
策
事
業
の

取
り
組
み
状
況

アンケートの結果、買い物サービスを
期待する声が多く上がりました



週1回の買い物支援バスの運行

しぶかわ宅配サービス店ガイドの作成

移動販売の実施

3 平成25年11月１日号

  

弱
者
対
策
事
業｣

と
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
次
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

〈
買
い
物
支
援
バ
ス
の
運
行
〉

　

平
成
23
年
度
か
ら
24
年
度
に
わ
た

り
、
民
間
路
線
バ
ス
や
市
営
タ
ウ
ン

バ
ス
な
ど
の
運
行
が
著
し
く
少
な
い

地
区
や
、
住
居
が
点
在
し
て
い
て
周

辺
に
商
店
が
な
い
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
に
設
定
し
、
試
験
運
行
を
実
施
し

ま
し
た
。

運
行
方
式　

停
留
所
を
定
め
な
い
無

料
の
デ
マ
ン
ド
式(

事
前
予
約
制)

で
、

毎
週
日
曜
日
の
午
前
、
午
後
の
各
１

本
運
行

運
行
経
路　

希
望
者
の
自
宅
付
近
～

中
心
市
街
地(

四
ツ
角
付
近
、
新
町
五

差
路
付
近
、
辰
巳
町
地
内
な
ど)

モ
デ
ル
地
区　

赤
城
地
区
、
古
巻
地

区
、
祖
母
島･

川
島
地
区

〈
宅
配
サ
ー
ビ
ス
店
ガ
イ
ド
の
作
成

配
布
〉

　

平
成
24
年
度
、
市
内
全
域
を
対
象

に
、
日
用
生
活
用
品(

食
品
を
含
む)

を
販
売
し
て
い
る
小
売
店
を
訪
問･

調
査
し
、
配
達
可
能
な
商
店･

商
品
な

ど
を
集
計
。
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

各
地
区
ご
と
に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
が
可

能
な
商
店(

１
７
０
店
舗)

と
主
な
宅

配
商
品
を
掲
載
し
た｢

宅
配
サ
ー
ビ
ス

店
ガ
イ
ド｣

を
作
成
し
、
市
内
の
各
世

帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
年
７
月
か
ら｢

買
物
環

境
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査｣

に
お
い
て
要

望
の
多
か
っ
た｢

移
動
販
売｣

を
、
八

木
原
地
区
と
半
田
地
区
の
一
部
で
試

行
し
て
い
ま
す
。

〈
移
動
販
売
の
特
徴
〉

　

こ
の
事
業
は
、
居
住
地
区
に
商
店

が
な
く
、
食
料
品
な
ど
の
日
常
の
買

い
物
が
不
便
な
地
区
に
、
事
業
に
協

力
し
て
く
れ
る
市
内
小
売
店
の
移
動

販
売
車
が
出
向
き
ま
す
。

　

移
動
販
売
の
利
用
者
は
、
商
品
を

直
接
選
び
、
手
に
取
っ
て
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
食
料
品

だ
け
で
な
く
、
利
用
者
の
要
望
を
直

接
聴
き
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品

を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
移
動
販
売
者
の
公
募
〉

　

事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
移
動
販

売
に
協
力
し
て
く
れ
る
小
売
店
を
募

る
た
め
、
商
工
会
議
所
お
よ
び
商
工

会
の
協
力
に
よ
り
、
会
員
向
け
の
募

集
チ
ラ
シ
の
配
布
や｢

広
報
し
ぶ
か

わ｣

な
ど
で
公
募
し
、
現
在
４
店
舗
が

定
期
的
に
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
取
り
組
み

移
動
販
売
事
業

〈
移
動
販
売
実
施
場
所
の
検
討
〉

　

移
動
販
売
を
実
施
す
る
場
所
は
、

自
治
会
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど

か
ら
、
各
地
区
の
移
動
販
売
へ
の
要

望
を
聞
き
取
り
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、 

地
域
の
集
会
施
設
、 

広
場
、

私
有
地
等
、
移
動
販
売
車
が
駐
車
可

能
な
場
所
を
探
し
、
地
権
者
な
ど
の

協
力
を
得
た
上
で
販
売
を
開
始
し
ま

す
。

　

今
後
、
さ
ら
な
る
深
刻
化
が
予
想

さ
れ
る
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、

｢

買
い
物
弱
者
支
援｣

に
対
す
る
市
民

の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、 

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、

事
業
の
充
実
を
目
指
し
て
関
連
各
所

が
連
携
し
、
本
市
の
実
情
と
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
買
い
物
弱
者
に
対
す
る
具

体
的
な
支
援
策
と
し
て
試
行
を
始
め

た｢

移
動
販
売
事
業｣

の
恒
常
的
な

実
施
を
目
指
す
上
で
、
大
型
商
業
施

設
と
の
価
格
差
、
食
品
販
売
ロ
ス
の

軽
減
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
販
売
内
容
な
ど
を
検
討
す
る
ほ
か
、

地
域
の
要
望
を
聴
き
な
が
ら
、
販
売

場
所
の
拡
充
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
二
商
工
振
興
課(

℡
�

２
５
９
６)

へ
。

今
後
の
取
り
組
み

こんな取り組みをしてきました

問い合わせ先：二商工振興課（℡�2596）



財産の種類

不動産 64

547

16

159

104

28

0

918

7,177,845

25,670,809

314,600

4,971,591

12,561,425

12,051,019

0

62,747,289

51

281

16

33

37

21

3

442

0

14,561,516

283,000

1,537,563

2,115,596

2,440,658

1,359,638

22,297,971

動産（自動車など）

預貯金

出資金

所得税還付金

生命保険

その他

計

債

　権

差し押さえ
（件）

換価による税収
(円)

平成24年度

差し押さえ
（件）

換価による税収
(円)

平成25年度(9月末現在)
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　私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役
割を担っている｢税｣。道路の整備、教育や福祉事業の充実
など、豊かなまちづくりを支えるための大切な財源です。
　市では、市税滞納額の縮小と収納率向上を目指し、11月
と12月の２カ月間を特別滞納整理期間として市役所全体で
取り組みます。

11月・12月は
市税の特別滞納整理期間です

納
期
の
過
ぎ
た
税
金
の
納
付
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

　

市
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
め

て
い
な
い
人
に
は
、
督
促
状
や
催
告

書
を
送
り
自
主
的
な
納
税
を
促
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ま
だ
納
税
が
済

ん
で
い
な
い
人
の
お
宅
に
、
今
回
、

特
別
滞
納
整
理
員
が
直
接
訪
問
し
、

未
納
の
市
税
を
徴
収
し
ま
す
。

　

期
限
内
納
税
者
と
の
負
担
の
公
平

や
期
限
内
納
税
の
促
進
の
た
め
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
年
14･

６
㌫(

１
カ
月
を

経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
年
４･

３
㌫)

の
割
合
で
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
は
、

14･

６
㌫
が
９･

３
㌫
に
、
４･

３
㌫
が

３･

０
㌫
に
変
わ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
税
に
つ
い
て
理
解
が

得
ら
れ
な
い
人
や
意
図
的
に
納
税
し

な
い
人
な
ど
、
納
税
に
誠
意
の
な
い

滞
納
者
に
対
し
、
地
方
税
法
に
基
づ

く
財
産(

不
動
産･

預
貯
金･

給
与･

車

両･

動
産
な
ど)

調
査
の
上
、
差
し
押

さ
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

平
成
24･

25
年
度(

９
月
末)

の
差
し
押

さ
え
実
績
は
、
別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

差
し
押
さ
え
後
に
お
い
て
も
、
納

税
が
な
か
っ
た
り
、
少
額
の
納
税
で

滞
納
が
解
消
さ
れ
な
い
等
の
場
合
は
、

差
し
押
さ
え
た
不
動
産･

動
産･

車

両
な
ど
を
随
時
公
売
し
、
そ
の
売
却

代
金
を
滞
納
税
に
充
て
る
手
続
き
を

と
り
ま
す
。

 

市
職
員
が
戸
別
訪
問

 

市
税
を
滞
納
す
る
と

〈
延
滞
金
の
加
算
〉

〈
差
し
押
さ
え
の
実
施
〉

〈
公
売
の
実
施
〉

差し押さえなどの実施状況【別表１】



行政サービスなど
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保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
く
な
っ

た
り
、
医
療
費
の
全
額
を
一
時
負
担

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
が
一
時
全
額
自
己
負

担
に
な
り
、２
年
以
上
続
い
た
場
合
に

は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
が
１
割

か
ら
３
割
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

本
納
税
課
で
は
、毎
週
火
曜
日(

祝

休
日
の
場
合
は
翌
日)

と
毎
月
末
の
平

日
５
日
間
は
午
後
７
時
ま
で
、
毎
月

最
終
日
曜
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
、
納
税
や
市
税
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す(

各
総
合
支
所
で
の
受

付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん)

。

　

諸
事
情
に
よ
り
市
税
の
納
期
ご
と

の
納
付
が
ど
う
し
て
も
困
難
な
人
に

つ
い
て
は
、相
談
に
応
じ
ま
す
。詳
し

く
は
、納
税
課(

℡
�
２
３
９
０)

へ
。

 

国
民
健
康
保
険
税
を

 

滞
納
す
る
と

 

介
護
保
険
料
の

 

滞
納
が
続
く
と

 

火
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

 

納
付
で
き
ま
す

 

納
税
に
お
困
り
の
人
は

 

相
談
を

数字でみる市税などの滞納状況

〈市税等の滞納の状況は？〉
　市税などの滞納状況は、景気
と深く関わっています。平成20
～21年度にかけてはリーマンシ
ョックにより、23年度は東日本
大震災により滞納額(収入未済
額)は増え、反対に収納率は落ち
込みました(別表２･３参照)。そ
の結果、財産などの差し押さえ
や公売の件数は増加しました(別
表４･５参照)。
　一方で、一部で景気が上向き
はじめた昨年度(24年度)は、市
の滞納解消の取り組み強化の成
果も加わり、収納率が上昇し、
収入未済額や差し押さえ･公売件
数は減少しました。
滞納するとサービスが
受けられない？

　市が単独で実施している事業
については、滞納がある場合、
そのサービスを受けることがで
きません(別表６参照)。申し込
みの際はご注意ください。　

収入未済額の推移

収納率の推移(現年度分）

【別表２】

【別表３】

（単位：千円）

（単位：％）

財産差押状況の推移【別表４】 （単位：件、千円）

【別表５】 公売状況の推移 （単位：件、千円）

市税などの滞納があると
利用できなくなる主なサービス【別表６】

競争入札参加資格審査申請

小規模工事等希望者登録申請

人間ドック検診費助成(国民健康保険など）

住宅用太陽光発電システム設置費補助制度

不妊治療費助成申請

勤労者住宅建設等資金利子補給制度

省エネ化等住宅リフォーム補助金交付制度

区　分

公告件数

落札件数

売却決定額

H20年度

15

4

5,344

H22年度

10

2

12,040

H21年度

23

13

64

H23年度

7

2

5,410

H24年度

7

5

7,440

区　分

差押件数

換価件数

換価税収額

H20年度

1,358

1,183

69,385

H22年度

646

832

52,229

H21年度

1,083

766

51,548

H23年度

996

920

62,198

H24年度

918

896

62,747

区　分

市税

　　　　市民税

　　　　固定資産税

　　　　軽自動車税

　　　　都市計画税

　　　　入湯税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

H20年度

97.34

97.51

96.99

97.30

96.89

97.12

89.78

99.05

99.63

H22年度

97.55

98.26

96.90

97.28

96.87

96.43

89.08

99.09

99.81

H21年度

97.30

97.56

96.94

97.00

96.80

96.70

88.98

99.01

99.57

H23年度

97.47

98.09

96.82

97.54

96.81

96.17

89.52

99.10

99.73

H24年度

97.89

98.25

97.43

97.77

97.09

97.89

90.21

99.07

99.72

主
な
内
訳

区　分

市税

　　　　市民税

　　　　固定資産税

　　　　軽自動車税

　　　　都市計画税

　　　　入湯税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

H20年度

323,957

124,592

167,365

4,874

20,429

6,695

277,039

8,719

2,105

H22年度

275,019

72,889

169,545

5,082

19,691

7,811

301,310

9,088

1,133

H21年度

311,174

106,891

170,874

5,490

20,714

7,204

320,352

9,890

2,514

H23年度

286,780

81,252

175,226

4,671

17,743

7,885

296,597

8,996

1,617

H24年度

225,476

74,463

127,647

4,300

14,519

4,546

267,545

12,983

1,860

主
な
内
訳
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記
帳･

帳
簿
等
の
保
存
制
度
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

6広報しぶかわ

税務課からのお知らせ

　

事
業
所
得
な
ど
を
有
す
る
白
色
申

告
者
に
対
す
る
現
行
の
記
帳･

帳
簿

等
の
保
存
制
度
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
１
月
か
ら
対
象
と
な
る
人
が
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
本
市
で
は
制
度
の

概
要
や
記
帳
の
仕
方
を
説
明
す
る｢

記

帳
説
明
会｣

を
実
施
し
ま
す
。

※
現
行
の
記
帳･
帳
簿
等
の
保
存
制

度
の
対
象
者
は
、
白
色
申
告
者
の
う

ち
、
前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
な
ど
の
金
額
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
人
で
す
。

対
象
者　

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

ま
た
は
山
林
所
得
が
発
生
す
る
業
務

を
行
う
全
て
の
人

※
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人

も
、
記
帳･

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

記
帳
す
る
内
容　

売
上
げ
な
ど
の
収

入
金
額
、
仕
入
れ
や
そ
の
ほ
か
の
必

要
経
費
に
関
す
る
事
項
を
帳
簿
に
記

載
し
ま
す
。
記
帳
に
当
た
っ
て
は
、

一
つ
一
つ
の
取
引
ご
と
で
は
な
く
、

日
々
の
合
計
金
額
の
み
を
ま
と
め
て

記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で
記

載
で
き
ま
す

帳
簿
な
ど
の
保
存　

収
入
金
額
や
必

要
経
費
を
記
載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、

取
引
に
伴
っ
て
作
成
し
た
帳
簿
や
受

け
取
っ
た
請
求
書･

領
収
書
な
ど
の

書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

(

別
表
１
参
照)

説
明
会
日
程　

別
表
２
参
照

問
い
合
わ
せ
先　

▽
説
明
会
に
関
す

る
こ
と
＝
本
税
務
課(

℡
�
２
１
１

３)　

▽
制
度
に
関
す
る
こ
と
＝
高
崎

税
務
署(

℡
０
２
７

－
３
２
２

－

４
７

１
１)保存が必要なもの 保存期間

帳簿
 収入金額や必要経費を記載した帳簿(法定帳簿) ７年

 業務に関して作成した上記以外の帳簿(任意帳簿) ５年

書類

 決算に関して作成した棚卸表そのほかの書類

５年
 業務に関して作成し、または受領した請求書、 
 納品書、送り状、領収書などの書類

帳簿などの保存期間

説明会日程

(別表１)

(別表２)

日　　　　時 会　　　　場

11月25日(月)
　 午前10時 ～ 正午

市役所本庁舎(大会議室)
　 午後１時30分～ ３時30分

11月26日(火)
　 午前10時 ～ 正午 小野上公民館(講義室)
　 午後１時30分～ ３時30分 子持公民館(３階ホール)

11月27日(水)
　 午前10時 ～ 正午 赤城総合支所(第２･３会議室)
　 午後１時30分～ ３時30分 北橘総合支所(市民ギャラリー)

11月28日(木)
　 午前10時 ～ 正午 伊香保公民館(講義室)
　 午後１時30分～ ３時30分 市役所本庁舎(大会議室)

 

宝
く
じ
に
よ
る

　
　
　
地
域
づ
く
り

 

益
財
団
法
人
群
馬
県
市

 

町
村
振
興
協
会
で
は
、

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収

益
金
に
よ
り
、
自
治
会
な
ど
へ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
渋
川
地
区
自
治
会

連
合
会
で
は
、
自
治
会
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
こ
の
事
業
に
よ

る
助
成
を
受
け
て
渋
川
地
区
内

３
カ
所
の
自
治
会
に
コ
ピ
ー
機
、

い
す
、
机
、
移
動
型
音
響
設
備

を
整
備
し
ま
し
た
。

(

本
市
民
生
活
課)

公
　

ま
た
、
子
持
地
区
自
治
会
連

合
会
で
は
、
子
持
地
区
内
２
カ

所
の
自
治
会
に
エ
ア
コ
ン
２

基
、
座
卓
、
法は

っ

ぴ被
な
ど
を
設
置･

整
備
し
ま
し
た
。

(

子
市
民
福
祉
課)



気
付
く
の
は
あ
な
た
と
地
域
の
心
の
目

7 平成25年11月１日号

虐待から子どもを守ろう!

子どもの虐待に関する通報先

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。児
童
虐
待
を
防
止
す
る
に
は
、

早
期
に
発
見
し
、
そ
の
家
族
を
適
切

に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

周
り
の
私
た
ち
が
気
付
く
こ
と
、
知

ら
せ
る
こ
と
で
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の

行
動
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
に
対
す
る

重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。
た
た
く
音

や
子
ど
も
の
叫
び
声
、
不
自
然
な
泣

き
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
あ
な
た
の

周
り
に｢

虐
待
を
受
け
て
い
る
の
で

は
？｣

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た

ら
、
迷
わ
ず
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
本
こ
ど
も
課(

℡
�
２

４
１
５)

へ
。

① ｢おかしい｣と感じたら迷わず連絡(通告)

② ｢しつけのつもり｣は言い訳。子どもの立場で判断

③ 一人で抱え込まない。あなたにできることから行動を

④ 親の立場より子どもの立場。子どもの命が最優先

⑤ 虐待はあなたの周りでも起こりえる

【子どもを虐待から守るための５か条】

連　絡　先 電話番号 備　　考

こども課
｢家庭児童相談室｣

22-3443

月～金曜日 
午前８時30分～　 
　　午後５時15分 

(祝日･年末年始を除く)

県中央児童相談所 027-261-1000

児童相談所全国共通
ダイヤル

0570-064-000

群馬県中央児童相談所
北部支所

20-1010

こどもホットライン24
(24時間対応）

0120-783-884 フリーダイヤル

027-263-1100 携帯電話から

渋川警察署 23-0110  ※緊急を要する場合は、
 110番通報してください。

こどもの悩み110番 24-8911

みんなで守ろう！こどもの笑顔（通報は匿名でもかまいません）

 

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

 

タ
ー
で
は
、
自
治
宝
く

じ
の
収
益
金
に
よ
り
、
地
域
の

健
全
な
発
展
や
宝
く
じ
の
普
及

を
目
的
に
、
自
治
会
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
対
し
て
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
子
持
地
区
自
治

会
連
合
会
で
は
、
自
治
会
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
こ
の
事
業
に

よ
る
助
成
を
受
け
て
子
持
地
区

内
７
カ
所
の
自
治
会
に
コ
ピ
ー

機
を
整
備
し
ま
し
た
。

(

子
市
民
福
祉
課
）

財



借
入
金
に
か
か
る
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

市政トピックス
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8広報しぶかわ

勤労者住宅建設等資金利子補給市消費生活センターからのお知らせ

　

市
で
は
、
勤
労
者
が
住
宅
建
設
等

資
金
を
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
た

場
合
、
そ
の
借
入
金
に
か
か
る
利
子

の
一
部
を
一
定
期
間(

５
年
以
内)

補

助
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
～
⑥
の
全
て
に
該

当
す
る
人　

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、

事
業
主
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
勤

労
者　

②
資
金
の
当
初
借
入
利
率
が

年
利
２
㌫
を
超
え
て
い
る
こ
と

③
借
入
先
が
、住
宅
金
融
支
援
機
構
、

銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農

業
協
同
組
合
、
労
働
金
庫
な
ど
の
法

律
に
基
づ
く
金
融
機
関
、
共
済
組
合

で
あ
る
こ
と　

④
融
資
を
受
け
た
年

か
ら
５
年
以
内
で
あ
る
こ
と　

⑤
生

活
の
本
拠
と
す
る
た
め
、
市
内
に
専

用
住
宅
を
新
築
、
増
築
、
改
築
ま
た

は
購
入
し
た
人(

増
築
、
改
築
は
10
平

方
㍍
を
超
え
る
も
の)　

⑥
市
税
を
完

納
し
て
い
る
者

補
給
金(

年
額)　

１
月
現
在
の
借
入

金
を
均
等
に
返
済
す
る
も
の
と
し
た

残
額
に
、
借
入
利
率
か
ら
２
㌫
を
差

し
引
い
た
利
率(

上
限
２
㌫)

を
乗
じ

て
得
た
額
を
１
０
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
に
し
た
額

申
請
方
法　

所
定
の
申
請
書(

商
工
振

興
課
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
二
商
工
振
興
課(

℡
�
２
５

９
６)

へ

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
11
日
㈪
～
12
月
13

日
㈮

そ
の
他　

既
に
申
請
し
て
い
る
場
合

で
、今
年
度
の
対
象
と
な
る
人
に
は
、

12
月
上
旬
頃
に
申
請
書
類
を
送
付
し

ま
す
。
ま
た
、
新
築
な
ど
で
税
務
課

の
家
屋
調
査
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

そ
の
調
査
時
に
書
類
を
配
付
し
て
あ

り
ま
す

　

注
文
し
て
い
な
い
商
品
な
ど
を
勝

手
に
自
宅
へ
送
り
付
け
ら
れ
、
代
金

を
請
求
さ
れ
る｢

送
り
付
け
商
法｣

の

被
害
が
、
高
齢
者
を
中
心
に
急
増
し

て
い
ま
す
。ケ
ー
ス
と
し
て
は
、次
の

よ
う
な
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

注
文
し
て
い
な
い
商
品
を
代
金
引

換
で
送
り
付
け
ら
れ
、
仕
方
な
く
数

万
円
を
払
っ
て
受
け
取
る
と
、
そ
の

後
、
同
様
の
商
品
の
勧
誘
電
話
が
続

い
た
り
、
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
商
品
を
送
り
付

け
ら
れ
た
。

【
事
例
２
】

　

業
者
か
ら
電
話
で｢

あ
な
た
が
注
文

し
た
声
が
録
音
さ
れ
て
い
る｣
な
ど
と

言
わ
れ
、
身
に
覚
え
が
な
い
と
伝
え

る
と
、｢

裁
判
に
な
る
ぞ｣

と
脅
さ
れ

た
た
め
、
仕
方
な
く
応
じ
て
し
ま
っ

た
。

【
事
例
３
】

　

商
品
の
受
け
取
り
を
断
る
と
、
業

者
か
ら｢

キ
ャ
ン
セ
ル
で
損
害
を
被
っ

た｣

と
言
わ
れ
、
損
害
賠
償
の
請
求
を

さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
身
に
覚
え
が
な
い

電
話
勧
誘
や
代
金
引
換
に
は
絶
対
に

応
じ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
勧
誘
や
商
品
の
送
り
付

け
な
ど
で
不
審
に
思
っ
た
場
合
は
、

慌
て
ず
に
お
近
く
の
警
察
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
、
必
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー(

℡
�
２
３
２
５)

へ
。

　老齢年金は、所得税法により｢雑所得｣として課
税の対象となります。
　所得税の控除を受けるためには、毎年10月下旬
から11月上旬にかけて日本年金機構から送付され
る｢扶養親族等申告書｣に必要事項を記入し、期限
までに提出する必要があります。
　この申告書を提出しないと、扶養控除などが受
けられず、所得税の源泉徴収税額が多くなる場合

があります。忘れずに提出しましょう。
送付該当者　①65歳以上で158万円以上の年金を
受給している人　②65歳未満で108万円以上の年
金を受給している人
※障害年金や遺族年金は、非課税のため受給して
いる人には送付されません。
　詳しくは、ねんきんダイヤル(℡0570-05-1165)･
ＩＰ電話･ＰＨＳからは(℡03-6700-1165)へ。

老齢年金の所得税控除のお知らせ／「扶養親族等申告書」の提出を忘れずに



渋
川
市
は
72
世
帯
の
人
た
ち
が
対
象
と
な
り
ま
す
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　９月29日に市内在住で今年度内に 99歳以上
になる高齢者(大正４年３月31日以前生まれ)を
対象に慶祝訪問が行われました。
　市内在住の男性最高齢者は綿貫六郎さん(106
歳)、女性最高齢者は村上キミさん(104歳)です。
　長寿者の皆さん、健康に留意され、いつまで
もお元気でいてください。

（本高齢福祉課）

いつまでもお元気で／慶祝訪問を行いました

住生活総合調査の実施について

　

国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１
日
、

全
国
各
地
に
お
い
て｢

平
成
25
年
住

生
活
総
合
調
査｣

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
基
本
法
に

基
づ
く
住
生
活
の
安
定･

向
上
に
係

る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で

必
要
と
な
る
、
基
礎
資
料
を
得
る
た

め
の
調
査
で
す
。
居
住
環
境
を
含
め

た
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
居

住
者
の
意
向･

満
足
度
な
ど
を
総
合

的
に
調
査
す
る
も
の
で
、
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住

宅･

土
地
統
計
調
査(

総
務
省)

に
回
答

い
た
だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
一
部
を

抽
出
し
、
全
国
で
約
９
万
２
０
０
０

世
帯
の
人
た
ち
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
一
定
の
抽
出
方
法
に
よ

り
無
作
為
抽
出
し
た
、
72
世
帯
の
人

た
ち
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

11
月
21
日
㈭
～
12
月
10

日
㈫

※
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員

が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し

ま
す
。

調
査
項
目　

①
現
在
お
住
ま
い
の
住

宅
お
よ
び
そ
の
周
り
の
環
境
評
価
に

つ
い
て　

②
最
近
の
住
居
状
況
の
変

化
に
つ
い
て　

③
住
宅
の
住
み
替
え･

改
善
の
意
向
に
つ
い
て

調
査
方
法　

統
計
調
査
員
が
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
を
配
布･

回
収
し
ま

す調
査
結
果
の
公
表　

調
査
の
結
果
は
、

全
国
の
ほ
か
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
別
、

市
部
・
郡
部
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
公
表

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

報
告
書
に
も
ま
と
め
ら
れ
、
住
生
活

の
安
定･

向
上
に
係
る
総
合
的
な
施

策
を
推
進
す
る
上
で
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
広
く

国
民
一
般
の
利
用
に
も
使
わ
れ
ま
す

　

詳
し
く
は
、
二
建
築
住
宅
課(

℡
�

２
０
７
２)
へ
。

あなたの住環境について教えてください

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す



渋川ほっと 吟じます！そしてみんなに　　　
詩吟の魅力を伝えたい

きらり サークル仲間

代 

表

子持社交ダンスクラブ

七
し め ぎ

五三木昭夫さん

健康づくりに“S
シ ャ ル

hall w
ウ ィ

e ダンス？”

　

｢

実
は
、
詩
吟
を
始
め
て
ま
だ
１
年

半
く
ら
い
な
ん
で
す｣

と
落
ち
着
い
た

物
腰
で
話
す
橋
爪
晃
平
さ
ん
は
、
県

立
渋
川
高
等
学
校
に
通
う
２
年
生
。

詩
吟
の
先
生
に
書
道
も
教
わ
っ
て
い
る

か
ら
か
、と
て
も
大
人
び
た
印
象
で
す
。

　

橋
爪
さ
ん
と
詩
吟
の
出
会
い
は
、

本
人
い
わ
く｢

不
思
議
な
出
会
い｣

だ

っ
た
と
か
。
書
道
を
習
っ
て
い
た
先

生
が
詩
吟
を
や
っ
て
い
て
、
渋
高
の

合
格
を
先
生
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
場
で
お
祝
い
に
と
、
朱し

ゆ

き熹
の

｢

偶ぐ
う
せ
い成｣

を
吟
じ
て
い
た
だ
い
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
に
橋
爪
さ
ん
は
深
く
感

動
し
、す
ぐ
に
詩
吟
の
世
界
に
足
を
踏

み
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
詩
吟
と
書
道
の
２

足
の
わ
ら
じ
を
履
き
練
習
を
重
ね
、

１
年
が
経
っ
た
今
年
の
５
月
に
全
国

詩
吟
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
少
年
の
部

で
優
勝
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
第
37

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭(

総
文

祭)

詩
吟
剣
詩
舞
部
門
の
群
馬
県
代
表

と
し
て
参
加
、
と
そ
の
才
能
を
開
花

さ
せ
ま
し
た
。

　

｢
詩
吟
の
魅
力
は
、昔
の
人
が
作
っ

た
詩
が
現
代
人
に
も
通
じ
る
普
遍
性

を
学
べ
る
こ
と
と
、
詩
吟
を
通
し
て

世
代
を
超
え
た
人
た
ち
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す｣

と
橋
爪
さ

ん
。
総
文
祭
で
は
、
同
世
代
の
仲
間

と
構
成
吟
を
一
緒
に
作
り
上
げ
た
こ

と
が
良
い
経
験
と
思
い
出
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺
う
と
、｢
詩

吟
を
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
そ
し
て
い
つ
か
は
、
詩

吟
と
い
う
伝
統
を
つ
な
い
で
い
く
一

員
に
な
り
た
い
で
す｣

と
、
心
に
秘
め

た
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

℡�4383

人

(渋川/明保野･17歳)
橋爪　晃平さん

内　容
日　程

場　所
会員数

社交ダンス
毎週火・金曜日
午後７時30分～９時30分
子持公民館
21人

☆一言アピール☆
　親

し ん ぼ く

睦と健康づくりをモット
ーに、良い雰囲気の中で一生
懸命練習に取り組んでいます。
子持生涯学習フェスティバル
などのイベントにも参加し、
練習の成果を披露。ダンスに興
味のある人は、ぜひ、踊ってみ
ませんか。

　サザンオールスター
ズの大ファンで一人で
仙台までライブに行っ
てしまうほど。いつか
サザンの曲も吟じてみ
たいそうです。

10広報しぶかわ
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フォトレポート

好 ･珍プレーの数々に
大盛り上がりの体育祭

中 心市街地ににぎわいを！手作りイベントに市民集う
｢まちなか交流広場イベント2013｣

高崎経済大学生による
｢シブめし｣グランプリ。
試食販売･投票の結果、
｢渋川ギョーザ｣が見事
グランプリに(左)

　季節外れの残暑となった10月６日、「まちなか交流広場イベント2013」が
渋川ネイブルスクエアで開催されました。“中心市街地を元気に盛り上げよう”
を合い言葉に、落語や紙芝居、ハーモニカ･バルーンアートや「風車トリオ」の
まちなかライブ、渋川マーケットや足湯など、さまざまな｢熱い｣手作りイベン
トが勢ぞろい。訪れた人は買って･食べて･見て、まちなかでのにぎわいを楽し
んでいました。

｢スポーツの秋到来｣

　スポーツの秋を迎え、各地区
で体育祭が行われました。赤城
地区では、10月13日に赤城総合
運動自然公園で｢赤城ふれあいス
ポーツフェスティバル｣を開催。
老若男女が綱引きや障害物リレ
ーなどの競技に汗を流しました。
ムカデ競走では、５人が力を合
わせて直線40mを疾走。好･珍プ
レーの続出に会場から歓声と笑
いがあふれていました。全競技
を終え、津久田第二自治会が見
事優勝を収めました。

５人一組でムカデ競走(上)　パ
ン食い･あめ玉探し(左下)　中
学生競技の障害物リレー(右下)
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自
然
の
力
は
、
時
と
し
て
恐
ろ
し

い
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
、
私
た
ち

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

ま
す
。
本
市
で
も
こ
れ
ま
で
、
地
震･

台
風･

大
雨
な
ど
に
よ
り
大
小
の
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害
に
備
え
、
他
の
自

治
体
や
企
業
な
ど
と
の
協
力
体
制
づ

く
り
や
備
蓄
品
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
昨
年
度
か
ら
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
市

防
災
専
門
員
に
よ
る
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
や
各
種
防
災
講
座
の

実
施
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
活
動
支

援
な
ど
、
各
種
防
災
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た

と
き
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
防
災
に
関
す
る
知
識
や
十
分
な

備
え
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

突
然
発
生
す
る
地
震
に
備
え
て
家

具
の
転
倒
防
止
策
を
と
る
、
台
風
接

近
時
に
は
不
要
不
急
の
外
出
を
避
け

る
な
ど
、い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
次

の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
30
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
、｢

特
別
警
報｣

が
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。｢
特
別
警
報｣

は
、
警
報
の
発
表

基
準
を
は
る
か
に
超
え
る
異
常
な
現

象
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
表
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
災
害･

避
難
情
報
な
ど
を

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で

配
信
す
る｢

渋
川
ほ
っ
と
マ
ッ
プ
メ
ー

ル｣

を
運
用
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
登
録
す
れ
ば
誰
で
も
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
録
は
無

料
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
通
信
料
金
は
、
利
用
者
の
負
担
で
す
。

　

災
害
情
報
以
外
に
も
、
日
常
生
活

に
役
立
つ
情
報
が
選
択
で
き
ま
す
。

①
災
害･

緊
急
情
報

②
火
災
情
報

③
気
象
情
報

④
防
災
行
政
無
線
放
送
情
報

⑤
防
犯･

見
守
り
情
報

⑥
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

お
気
軽
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

℡
０
３
―

５
４
６
４
―

７
２
２
５（
受
付

時
間
は
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　
　
　
　
　
　

  

（
本
事
務
管
理
課
）

①
３
日
分
の
食
料
と
水（
１
日

　

１
人
３
㍑
が
目
安
）の
準
備

②
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯･

ラ 

　

ジ
オ･

乾
電
池
の
準
備
、
点
検 

③
窓
や
雨
戸
な
ど
の
補
強･

補
修

家
庭
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

｢

特
別
警
報｣

｢

そ
の
時｣

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

自
然
の
脅
威
は
突
然
に･･･

災
害
情
報
を
は
じ
め

６
種
類
の
情
報
を
選
べ
ま
す

登
録
方
法
が

分
か
ら
な
い
場
合
は

｢

渋
川
ほ
っ
と

　   

マ
ッ
プ
メ
ー
ル｣

え
っ
！
ま
だ

登
録
し
て
い
な
い
の
？



メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
手
順

手順１

携帯電話で左上のＱＲコードを読み込
むか　 https://service.sugumail.
com/shibukawa/へアクセス。画面の
案内に従い「空メール」を送信します

URL

手順５

登録情報確認画面で、
内容を確認し、登録完
了です

手順４

利用者情報確認画面で、
性別を選択します

手順３

配信項目選択画面で、
受信したい情報を選択
します（｢災害・緊急情
報｣は登録必須）

仮登録完了のメールが届きます
ので、メールに記載された 　に
アクセスし、利用規約を確認後
「メール配信に同意する」を押
します（メールの届かない人は、
迷惑メール設定を変更）

手順２

←
こ
こ
を
押
す

URL
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︿
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
⋮
﹀

　

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た

だ
ち
に
身
を
守
る
た
め
に
最
善
を
尽

く
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
１
＝
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
激
し
い
豪
雨
や
暴

風
な
ど
、
異
常
な
気
象
現
象
か
ら
重

大
な
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
ち
に
命

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
２
＝
周
囲
の
状
況
や
、
市
や

関
係
機
関
か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報
に

留
意
し
、
た
だ
ち
に
避
難
所
へ
避
難

す
る
か
、
す
で
に
屋
外
に
出
る
こ
と

が
危
険
な
状
態
の
と
き
は
、
無
理
を

せ
ず
家
の
中
の
よ
り
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
３
＝
こ
の
数
十
年
間
災
害
の

経
験
が
な
い
地
域
で
も
、
災
害
の
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
油
断
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

︿
市
の
対
応
は
⋮
﹀

　

市
で
は
、
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
、
次
の
情
報
伝
達
手
段
を
用

い
て
、
市
民
へ
最
大
限
の
警
戒
を
呼

び
掛
け
ま
す
。

①
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
広
報

②
渋
川
ほ
っ
と
マ
ッ
プ
メ
ー
ル
の
配
信

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
情
報
掲
載

④
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
情
報
周
知

　

ま
た
、
災
害
の
状
況
に
よ
り
、
市

広
報
車
や
消
防
団
な
ど
に
よ
る
警
戒

広
報
を
行
い
ま
す
。

︿
特
別
警
報
が
で
な
く
て
も

　
　
　
　
　
　
　

 

油
断
は
禁
物
！
﹀

　

｢

特
別
警
報｣

が
発
表
さ
れ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
安
心
す
る
こ
と
は
禁
物

で
す
。
災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と

き
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
警
報
が
発

表
さ
れ
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
を

収
集
し
て
く
だ
さ
い
。
早
め
早
め
の

行
動
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

特
別
警
報
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

災
害
情
報
は
、
行
政
機
関
や
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ

ま
す
。
情
報
収
集
手
段
を
一
つ
で
も

多
く
確
保
し
、
災
害
情
報
の
収
集
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。　
（
本
行
政
課
）

最
善
を
尽
く
す
た
め
の

心
得･

対
応
３
カ
条
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本
市
に
大
地
震
が
発
生
、
大
き
な

被
害
が
生
じ
た
場
合
を
想
定
し
、
情

報
収
集
や
伝
達
、
応
急
対
策
が
迅
速

か
つ
的
確
に
行
え
る
よ
う
、
行
政･

防

災
関
係
機
関･

住
民
が
一
体
と
な
っ
た

実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
み
ん
な
で
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で

す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
10
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

北
橘
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド(

利

根
川
河
川
敷)

訓
練
内
容　
〈
災
害
想
定
訓
練
〉

・
情
報
伝
達
訓
練

・
避
難
誘
導
訓
練

　

災
害
時
、
自
ら
の
命
を
守
り
、
大

切
な
人
を
守
る
た
め
の
知
識
を
身
に

付
け
た｢

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー｣
を
地

域
に
増
や
す
た
め
の
講
座
で
す
。
リ

ー
ダ
ー
が
増
え
れ
ば
、
地
域
の
防
災

力
が
向
上
し
ま
す
。

　

防
災
に
関
心
の
あ
る
人
な
ら
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈭
～
12
月
12
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
、
12

・
救
出
訓
練

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
訓
練

・
消
火
訓
練

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
開
設
訓
練

・
多
重
災
害
救
出
訓
練

・
交
通
路
開
設
訓
練

・
炊
き
出
し
訓
練

〈
体
験
訓
練
〉

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作

・
煙
体
験･

消
火
器
取
扱
体
験

・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
体
験

・
土
の
う
作
成
体
験

・
自
然
災
害
体
験

〈
啓
発
展
示
〉

・
緊
急
車
両
等
展
示

・
防
災
備
品
、
防
災
パ
ネ
ル
展
示

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ネ
ル
、
災

　

害
記
録
な
ど
の
展
示

・
住
宅
火
災
報
知
器
普
及
啓
発

・
住
宅
耐
震
化
普
及
啓
発

注
意
事
項

　

訓
練
当
日
は
、
会
場
周
辺
で
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
上
空
を
旋
回
し
た
り
、

消
防
車
両
な
ど
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
走
行
し
た
り
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
当
日
、

荒
天
ま
た
は
災
害
発
生
な
ど
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
、
訓
練
は
中
止
と
な

り
ま
す
。　
　
　
　
　

 

（
本
行
政
課
）

月
21
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午(

計
４
回) 

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室

内
容　

①
防
災
の
基
礎
知
識
、
②
災

害
時
の
対
処
能
力
の
向
上
、
③
避
難

所
の
運
営
等
、
④
防
災
図
上
訓
練
、

⑤
防
災
マ
ッ
プ
作
成
な
ど

定
員　

30
人(

先
着
順)

申
込
方
法　

電
話
で
本
行
政
課(

℡
�

２
１
１
２)
へ

申
込
期
間　

11
月
６
日
㈬
～
25
日
㈪

防災イベント情報

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座(

初
級)

平
成
25
年
度｢

渋
川
市
総
合
防
災
訓
練｣

URL
https://twitter.com/
shibukawashi_jp
アカウント
@shibukawashi_ jp

　市政や防災、観光、イベントなどの
情報を、市内外の皆さんにお知らせし
ています。ぜひ、フォローしてくださ
い。　　　本秘書広報課 (℡�2182)

渋川市公式ツイッター
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先
日
の
台
風
18
号
の
被
害
は
大
丈
夫
で

し
た
か
？
道
路
へ
の
倒
木
約
40
カ
所
、
停

電
約
１
２
０
０
棟
な
ど
、
本
市
に
も
大
き

な
つ
め
跡
を
残
し
て
去
り
ま
し
た
。
人
的

被
害
が
な
か
っ
た
事
は
幸
い
で
し
た
が
、

｢

日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と｣

の

大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、｢

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る｣

の
基
本
で
あ
る｢

生
活
防
災｣

に
つ
い
て
、

大
切
な
こ
と
な
の
で
２
回
目
と
な
り
ま
す

が
、
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 ｢

防
災
を
一
言
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い｣

と

言
わ
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
何
と
答
え
ま
す

か
？
私
は｢

大
切
な
人
を
守
る
こ
と｣

と
答

え
て
い
ま
す
。
大
切
な
人
を
守
る
に
は
、

自
分
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
守
れ
ま
せ
ん
。

　

で
は｢

死
な
な
い
た
め
に｣

何
を
し
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

自
分
自
身
が｢

学
び｣｢

備
え｣｢

行
動
し
て｣｢

自

分
で
探
し
出
し｣｢

つ
か
み
と
る｣

こ
と
で
す
。

　

災
害
に
備
え
る｢

防
災｣

は
、
身
構
え
て

行
う
も
の
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
の
中

で
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
私
は
皆
さ
ん

に
、｢

生
活
の
一
部
に
取
り
入
れ
た
自
分
独

自
の
防
災
を
探
し
、
行
っ
て
欲
し
い｣

と
考

え
て
い
ま
す
。

︿
防
災
を
身
近
に
考
え
る
﹀

　

防
災
と
い
う
と
、｢

地
震
対
策｣｢
台
風
対

策｣

な
ど
、
大
き
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
、

な
か
な
か
身
近
に
感
じ
る
事
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
２
つ
の
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
目
に
、
過
去
最
大
の
人
的
被
害
を

出
し
て
い
る
災
害
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か

？
答
え
は
な
ん
と｢

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ｣

で

す
。
皆
さ
ん
も｢

予
防
の
為
に
ワ
ク
チ
ン｣

（
防
災
）、｢

か
か
っ
た
ら
服
薬｣

（
減
災
）と
い

う
行
動
を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
て
、
予

防
や
治
療
の
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。｢

知
る｣

こ
と
は
、
大
切
な
こ
と

で
す
。
そ
れ
以
上
に
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

２
つ
目
は
、
夕
食
の
準
備
で
す
。
毎
日

の
献
立
、
迷
い
ま
す
ね
。
し
か
し
、｢

食
べ

て
も
ら
う
人
が
喜
ん
で
く
れ
る
献
立｣

を

考
え
ま
す
。｢

相
手
の
為
に
何
が
で
き
る
の

か｣

に
通
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。
自
分

に
し
か
で
き
な
い
、
そ
の
地
域
に
し
か
で

き
な
い｢

防
災｣

が
あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
防
災
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

︿
防
災
は
生
活
の
一
部
﹀

　

台
風
の
季
節
が
過
ぎ
た
か
ら
と
い
っ
て

安
心
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
台
風

が
発
生
し
被
害
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。｢

竜
巻｣｢

落
雷｣

な
ど
、
多

く
の
自
然
災
害
を
も
た
ら
す
要
因
は
渦
巻

い
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の｢

出
来
る
こ
と｣

か
ら

は
じ
め
、｢

防
災｣

を
生
活
の
中
に
取
り
入

れ
る
行
動
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
災
害
は｢

非
日
常
的
な
出
来
事｣

と
、

と
ら
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し｢

愛

す
る
人
を
守
る
た
め｣

一
歩
を
踏
み
出
す

勇
気
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　この授業では、市民の皆さんに｢防災｣について
少しでも考えてもらい、日ごろから災害に備えて
もらうことで、多くの命が守られていくことを願
い、情報をお知らせするものです。
　８時限目の今回は、｢生活防災⑵｣についての授
業です。　　　〈寄稿：防災専門員・小金澤照昌〉

市消防防災対策室（本行政課内）

独自の防災を！｢生活防災⑵｣

 シリーズ　命を守る授業
毎月掲載 ／８時限目

生き抜くために私たちがすべきこと

日ごろから地域で行われる防災訓練に参加しましょう

①大地震ではテレビ、ラジオはあてにならな
いので、その場の人たちの声を頼りに行動す
る。

②家具を固定するために、重いものを上に乗
せた。
　　　　　　　（答えは、次号に掲載します）

防災
○×

クイズ

【前回10月１日号の答え】  ①…×  災害伝言ダイヤルは｢171｣です。ＮＴＴの｢災害用伝言板｣で、毎月１日、15日に体験可能。
②…×  死因の多くは圧死です。たんす、本棚、戸棚などの下敷きになり、亡くなりました。
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　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
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お
正
月
飾
り
づ
く
り
教
室

し
め
縄
飾
り
づ
く
り
教
室

国
際
理
解
講
座

花
に
親
し
む
体
験
教
室

時　

12
月
８
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

所　

北
橘
歴
史
資
料
館

内　

稲
わ
ら
を
使
っ
た
お
正
月

飾
り
づ
く
り(

お
顔
が
く
し･

中

シ
メ
な
ど)

師　

今
井
權ご

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん(

北
橘
町

真
壁)

定　

15
人(
超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

持　

せ
ん
定
ば
さ
み
、
切
り
出

し
ナ
イ
フ(

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

可)

、定
規(

30
㌢
㍍)

、半
紙
２
～

３
枚

申　

直
接
電
話
で
北
橘
歴
史
資

料
館(

℡
�
４
０
９
４)

へ

期　

11
月
15
日
㈮
ま
で

※
受
付
は
、
月
曜
日
と
祝
日
の
翌

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
広
告
】

【
広
告
】

時　

12
月
１
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午　

所　

八
木
原
北
会
館

募
　
集

　

今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
焦
点

を
当
て
、
同
国
出
身
の
講
師
か

ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
や
歴
史
、

日
本
と
の
違
い
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
す
。　

みんなで挑戦してみませんか？

北
文
化
財
保
護
課
℡
�
２
１
０
２

北
文
化
財
保
護
課
℡
�
２
１
０
２

内　

古
代
米
の
稲
わ
ら
を
使
い
、

し
め
縄
飾
り
を
作
り
ま
す

師　

八
木
原
風
俗
習
慣
保
存
会

の
皆
さ
ん

対　

市
内
在
住･

在
勤
の
人

定　

20
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

費　

無
料

申　

電
話
で
文
化
財
保
護
課
へ

期　

11
月
15
日
㈮
ま
で

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局(

本
企

画
課
内)　
　

  

℡
�
２
３
９
６

時　

11
月
16
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時(

予
定)

所　

中
央
公
民
館

内　

｢

Ｂボ

ン

ジ

ュ

ー

ル

ｏ
ｎ
ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
！
～

フ
ラ
ン
ス
の
魅
力
を
伝
え
に
～｣

▽
写
真
や
ス
ラ
イ
ド
で
フ
ラ
ン

ス
の
文
化
や
歴
史
を
学
ぼ
う
！

▽
フ
ラ
ン
ス
の
飲
み
物
や
お
菓

子
で
交
流
し
よ
う
！

師　

ダ
ミ
ア
ン･

ロ
ブ
シ
ョ
ン
さ

ん(

富
岡
市
国
際
交
流
員)

定　

60
人(

先
着
順)

費　

無
料

申　

電
話
で
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局
へ

期　

11
月
６
日
㈬
か
ら

時　

11
月
22
日
㈮
午
前
10
時
～

正
午

所　

市
役
所
第
二
庁
舎
も
み
じ

テ
ラ
ス

対　

花
や
緑
を
育
て
る
こ
と
に

関
心
が
あ
り
、
寄
せ
植
え
な
ど

を
始
め
て
み
た
い
人

定　

25
人(

超
え
た
場
合
は
抽

選)費　

１
０
０
０
円(

材
料
費)

申　

電
話
で
都
市
計
画
課
へ

期　

11
月
20
日
㈬
ま
で

二
都
市
計
画
課　

℡
�
２
０
７
３

広告募集中



Information     oxB

人口と世帯／平成25年９月末現在

●人口　82,770人 (男40,437人、女42,333人 )
●世帯　31,674世帯
●９月のうぶごえ　男の子18人、女の子27人

□本庁舎・第二庁舎   TEL22-2111　 □子持総合支所  TEL 24-1211
□伊香保総合支所  TEL72-3155　 □赤城総合支所  TEL 56-2211
□小野上総合支所  TEL 59-2111　 □北橘総合支所  TEL 52-2111

■本庁・各総合支所の電話番号
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二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

　

い
ず
れ
も
申･

問
は
、
渋
川
い

き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

小
松
真
弓
さ
ん(

℡
�
０
１
２

０)

へ
。

〈
第
12
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
〉

時　

11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時

所　

コ
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

運
動
広
場(
石
原)

内　

▽
午
前
＝
ミ
ニ
運
動
会(

１

０
０
㍍
競
走
、
障
害
物
競
走
、

ハッピー子育て相談室／子育ての悩みをみんなで解決してみませんか？
時　12月11日(水)、平成26年１月24日(金)、
２月21日(金)、３月14日(金)午前10時～正午
所　渋川公民館
内　少人数の座談会形式で、子育てに関する悩
みを相談し、きめ細やかな指導を受けられます
師　須田とみ子さん(元スクールカウンセラー)
対　高校生以下のお子さんがいる人(小さなお子

ス
ポ
ー
ツ

宝
ひ
ろ
い)　

▽
午
後
＝
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト(

初
心
者
講
習
会
、

自
由
滑
走
、
１
０
０
㍍
競
走)

対　

市
内
の
幼
児
、
小･

中
学
生

定　

50
人(

先
着
順)

費　

無
料

申　

当
日
会
場
へ

他　

午
前
ま
た
は
午
後
の
み
の

参
加
も
可
。
参
加
者
全
員
に
参

加
賞
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ガ

ー
ド
は
希
望
者
へ
貸
し
出
し
ま
す

〈
健
康
づ
く
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
〉

時　

11
月
６
日
㈬
～
27
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分

所　

コ
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ジ
ム(

渋
川
／

辰
巳
町)

内　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
マ
シ
ー
ン
な
ど
で
健
康
づ

く
り
を
行
い
ま
す

対　

市
内
の
小
学
４
年
生
～
成
人

定　

５
人(

先
着
順)

費　

１
０
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

持　

室
内
用
運
動
靴

〈
中
高
年
健
康
づ
く
り
教
室
〉

時　

11
月
６
日
㈬
～
27
日
㈬
の

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

所　

コ
マ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ジ
ム(

渋
川
／

辰
巳
町)

内　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
で
健

康
づ
く
り
を
行
い
ま
す

対　

市
内
の
成
人

定　

５
人(

先
着
順)

費　

１
０
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

持　

室
内
用
運
動
靴

　今年で４回目を迎えるハートヴィッヒ･
ガウダーさん(競歩･オリンピック金メダ
リスト)によるパワーウオーキングの実技
講習会を開催します。
　パワーウオーキングは、ジョギングと
ウオーキングの中間的なスポーツで、年
齢やスポーツ経験の有無を問わず始めら
れ、健康増進に役立ちます。シェイプア
ップや肩こりの改善、心臓疾患の予防な
どの健康効果があります。
時　11月23日(祝)午後３時～４時
所　子持社会体育館
費　無料
持　運動のできる服装、上履き、飲み物
申　当日会場へ
問　本スポーツ･健康推進調整室(℡�2241)

文
学
館

徳
冨
蘆
花
追
悼
茶
会

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館

　
　
　
　
　

  

℡
�
２
２
３
７

時　

11
月
18
日
㈪
午
前
10
時
～

午
後
３
時

所　

徳と
く
と
み冨

蘆ろ

か花
記
念
文
学
館

内　

静せ
い
す
い翠

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
会

費　

５
０
０
円(

和
菓
子
付
き)

申　

当
日
直
接
会
場
へ

さんは一緒に受講できます)
定　各回８人(超えた場合は抽選･超えない場合
は随時募集します)
費　無料
申　電話か直接中央公民館(℡�4321)へ(土･日
曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時)
期　11月27日(水)まで

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

講師のガウダーさん(左)と講習会の様子

パワーウオーキング講習会in渋川



Information     oxB 情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファクス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他
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公
民
館

親
子
わ
く
わ
く

ク
リ
ス
マ
ス

時　

12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

所　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁
舎)

内　

ジ
グ･
ザ
グ(

ピ
ア
ノ
講
師

グ
ル
ー
プ)
に
よ
る
、
歌
や
音
楽

に
合
わ
せ
た
は
り
絵
の
お
芝
居
、

手
品
な
ど
を
楽
し
み
ま
す

対　

幼
児
～
小
学
校
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

定　

70
人(

先
着
順)

費　

無
料

申　

電
話
か
窓
口
へ

期　

11
月
28
日
㈭
ま
で

時　

11
月
24
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時

渋
川
公
民
館　

℡
�
０
９
９
９

催
し
物

市
民
総
合
文
化
祭

演
技
部
門
発
表
会

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

所　

北
橘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

(

北
橘
公
民
館)

ホ
ー
ル

内　

琴
、
尺
八
、
謡
曲
な
ど
の

邦
楽
発
表

費　

無
料

福
　
祉

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

11
月
24
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

時　

11
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30

分所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
12
月
の
休
館
日
〉

２
日
㈪
、
９
日
㈪
、
16
日
㈪
、

24
日
㈫
、
25
日
㈬
、
29
日
㈰
～

31
日
㈫

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

　

い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

時　

11
月
16
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
絵
本
＝｢

あ
く
ま｣｢

ぞ
う

さ
ん
の
ふ
と
ん｣　

▽
紙
芝
居
＝

｢

た
ん
た
か
た
ん｣

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

11
月
17
日
㈰
午
後
２
時

内　

｢

花
の
誇
り｣(

演
出
：
吉
村

芳
之
／

主
演
：
瀬
戸
朝
香･

酒
井

美
紀
／

２
０
０
８
年･

日
本
映
画)

〈
郷
土
史
講
座
〉

時　

11
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30

分内　

｢

市
日
文
書
か
ら
見
る
渋
川

市
場｣

師　
 

大
島
史
郎
さ
ん(

県
文
化

財
保
護
指
導
員)

　平成25年８月末現在、全国の警察
から指名手配されている者は、約830
人に上っています。これらの被疑者
は、殺人や強盗等の凶悪事件などの
事件に関して指名手配されており、
再び犯行を行う恐れがあります。
　警察では、特に重大な犯罪の被疑
者を選定した上で、11月中に全国警

察の総力を挙げて追跡捜査を行うこ
ととし、これら被疑者の早期検挙に
取り組みます。
　指名手配被疑者によく似た人を見
掛けたといった情報など、ささいな
ことでも結構ですので、渋川警察署
(℡�0110)または最寄りの交番に
お知らせください。

／指名手配被疑者の検挙にご協力を渋川警察署からの
お 知 ら せ で す

時 11月15日(金)、12月16日(月)、平成26年１月15日
(水)、２月17日(月)、３月17日(月)午後１時30分　
所 子持総合支所２階会議室　対 市内在住の健康で働
く意欲がある60歳以上の人　持 筆記用具　申 当日会
場へ　問 市シルバー人材センター事務局(℡�4688)

シルバー人材センター会員入会説明会

二
生
涯
学
習
課　

℡
�
２
５
０
０

※
事
件
の
詳
細
な
ど
は
、
県
警

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
こ

暮
ぐ れ

洋
ひ ろ

史
し

昭和44年７月31日生（現在44歳）
身長170センチ位

捜査特別報奨金対象事件

この顔にピンときたら110番



《マークの見方》

 時＝とき・期間　所＝ところ　内＝内容　師 ＝講師・医師　対＝対象者
 定＝定員　費＝参加料・入場料　持＝持参するもの　申＝申込・参加方法
 問＝問い合わせ先　期＝申込期間・開始日・期限　他＝その他

19 平成25年11月１日号

市以外のお知らせ
掲載希望は本秘書広報課

（℡�2182）へ掲 示 板

時 11月５日(火)～26日(火)の毎
週火曜日午後８時～９時15分(計
４回)　所 市武道館　費 無料
持 運動のできる服装、上履き、
タオル、飲み物　申 当日直接会
場へ　問 市スポレク協会エアロ
ビクス愛好会大矢勝恵さん宅(℡
�7505)

ソフトエアロビ体験教室

　いずれも、詳細は高崎税務署
(℡027-322-4711)にお問い合
わせください。
〈税を考える週間〉
　11月11日(月)～17日(日)は｢税
を考える週間｣です。｢税の役割
と税務署の仕事｣をテーマとして、
税の役割や国税庁のＩＣＴ化･国
際化などについて紹介します。
〈年末調整説明会〉
時 11月13日(水)　①午前10時
～正午　②午後１時30分～３時
30分　所 群馬音楽センター(高
崎市高松町28番地２）

税務署からのお知らせ

時 11月17日(日)午前10時～午
後２時(雨天決行)　所 三愛荘(渋
川/明保野)　内 日用雑貨品、生
鮮食品等の販売、施設利用者の
作品展示、模擬店など　問 三愛
荘(℡�1027)　

三愛荘バザー

紹介者同伴婚活パーティー
参加者募集
時 12月１日(日)午後５時30分
所 アネーリ渋川(金井)　内 紹介
者に愛のキューピット役をして
もらう婚活パーティーです　
対 紹介者または婚活希望者(20
～40歳代の独身者に限る)が市内
在勤の人　※紹介者がいなくて
も参加できます。　定 男女各40人
費 ▷婚活希望者＝１人2,000円
▷紹介者＝１人1,000円
期 11月15日(金)まで　
問 渋川商工会議所(℡�1311)

陸上自衛隊
高等工科学校生徒募集
受験資格 中学卒業(見込含む)の
15歳以上17歳未満の男子　
期限 平成26年１月10日(金)まで
一次試験日 １月18日(土)　
試験会場 前橋市民文化会館　
問 前橋募集案内所(℡027-233
-8960)

渋川北群馬地区
学校保健会講演会
時 11月20日(水)午後２時～４時
(受付は午後１時30分から)　所 金
島ふれあいセンター　内 子ども
の行動(不登校やいじめ等)の内
面や背景の理解～児童生徒の心
の健康をサポートするために～
師 樺澤徹二さん(臨床心理士)
費 無料　問 渋川北群馬地区学
校保健会事務局(℡�2121)

民事介入暴力
一日無料相談所の開設
時･所 ▷11月８日(金)＝渋川公
民館(市役所第二庁舎)　▷11月
20日(水)＝高崎商工会議所特設
会場(高崎市問屋町)  ※時間はい
ずれも午後２時～４時。
内 暴力団による各種被害相談な
ど　問 公益財団法人群馬県暴力
追放運動推進センター(℡027-
254-1100)

11月は労働保険
適用促進強化期間
　社員､従業員､アルバイトなど
１人でも雇用している事業主に
は、労働保険(労災･雇用)の加入
が義務付けられています。まだ
加入手続きをしていない事業主
は、すぐに手続きをしてくださ
い。
問 ハローワーク渋川適用係(℡
�2636)へ

全国一斉｢女性の人権
ホットライン｣強化週間
　法務省と全国人権擁護委員連
合会では、11月18日(月)から24
日(日)までを｢女性の人権ホット
ライン強化週間｣として、夫やパ
ートナーからの暴力やストーカ
ー被害などの電話相談窓口を開
設します。対応は、法務局職員
と人権擁護委員があたり、秘密
は固く守ります。
専用電話番号 0570-070-810
(全国共通)　※携帯電話からも接続
できます。ただし、ＰＨＳ･ＩＰ
電話は不可。　受付時間 午前８
時30分～午後７時(11月23日、
24日は午前10時～午後５時)　
問 前橋地方法務局人権擁護課
(℡027-221-4466)

近藤昌子絵手紙サークル
渋川教室合同作品展
時 11月20日(水)～28日(木)午
前９時～午後５時(土･日曜日･祝
日を除く･20日(水)は午後１時
から･28日(木)は午後１時まで)
所 市役所本庁舎１階市民ロビー
内 絵手紙の展示　出展団体 ア
イリスの会、ひまわりの会、蓼

た で

の会、誠光荘　入場料 無料　問 
橋爪千

ち づ

鶴さん宅(℡�6030)　他 
11月22日(金)に紙芝居(午後１時
から･講師:信澤淳一さん)、紙芝
居終了後、絵手紙体験を行いま
す

蘇る心の風景2013
～廃校での14人展～
時 11月８日(金)～10日(日)午前
９時～午後５時　所 赤城工房
(赤城町棚下･旧棚下小学校)　
内 木工や絵画などの作品展示
費 無料　問 赤城工房(℡�3062)
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市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡

協
議
会（
食
改
推
）渋
川
地
区
で

は
、
家
族
の
健
康
増
進
を
目
的

に
健
康
ア
ッ
プ
料
理
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
高
血
圧
を
改
善
し
、

健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
、

手
軽
に
で
き
る
減
塩
の
工
夫
を

紹
介
し
ま
す
。

　

血
圧
が
高
い
状
態（
高
血
圧
）

が
続
く
と
、
血
管
は
弾
力
性
を

失
っ
て
、
動
脈
硬
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
血
管
年
齢
を
若
く
保

つ
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

時　

12
月
５
日
㈭
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時（
受
付
は
午
前

９
時
か
ら
）

所　

渋
川
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

内　

▽
栄
養
士
に
よ
る
野
菜
の

減
塩
効
果
に
つ
い
て
の
講
話　

▽
野
菜
を
上
手
に
取
り
入
れ
た

減
塩
の
た
め
の
調
理
実
習（
豆

腐
の
つ
く
ね
バ
ー
グ
、
大
根
と

焼
き
シ
イ
タ
ケ
の
サ
ラ
ダ
、
塩

昆
布
の
根
菜
汁
、
サ
ツ
マ
芋
プ

リ
ン
な
ど
）

※
献
立
は
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

対　

市
内
在
住･

在
勤
で
健
康
に

健
康
ア
ッ
プ
料
理
教
室

｢
野
菜
し
っ
か
り
、
塩
分
控
え
め｣

で

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

関
心
が
あ
る
人

定　

30
人（
先
着
順
）

費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

持　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具

申　

電
話
か
直
接
二
渋
川
保
健

セ
ン
タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）ま

た
は
各
地
区
の
食
生
活
改
善
推

進
員
へ

期　

11
月
５
日
㈫
～
25
日
㈪

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

各種健（検）診
11月実施日程
日　程 ところ

 １日（金）

 ５日（火）

 ６日（水）

 ９日（土）※

10日（日）※

11日（月）

18日（月）

19日（火）

20日（水）

22日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

・受付時間は、午前８時30分
　〜11時
※事前に予約が必要です。

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　今年度、市が実施している特定健
診など（国保特定健診、後期高齢者健
診、胃がん検診、大腸がん検診、前立
腺がん検診、胃がんリスク検診）の集
団健（検）診は、11月の日程で終了と
なります（左表参照）。各地区での実
施日に受診できなかった人は、都合
の良い日に受診してください。
　また、平日に受診できない人のた
めに、11月９日㈯、10日㈰に休日健

（検）診を行います。希望する人は、必
ず11月８日㈮までに二渋川保健セン
ター（℡�1321）に電話で予約してく
ださい。

※受診の際には、受診シール、保険
証、個人負担金などが必要です。５
月中旬に郵送した受診シールと案内
書でご確認ください。不明な点や受
診シールを紛失した場合など、詳し
くは、渋川保健センターへ。
※国保特定健診と後期高齢者健診は、
11月30日㈯まで指定医療機関で受
診することもできます。
※国保または後期高齢者医療制度の
人間ドック助成を受けた人や受ける
予定のある人は、国保特定健診または
後期高齢者健診は受診できません。

忘れずに各種健（検）診の受診を
〜休日健（検）診は11月９日（土）・10日（日）に実施します〜

　市民の皆さんが気軽に利
用できる24時間電話健康相
談サービス｢しぶかわ健康ダ
イヤル24｣を開設しています。
　これは、健康、医療、介
護、看護、メンタルヘルス
に関する相談を、医師、保
健師、看護師などの専門家
が24時間年中無休で受け
付けし、分かりやすくアド
バイスするものです。
　フリーダイヤルですので
通話料は無料です。ぜひご
利用いただき、皆さんの健
康管理などに役立ててくだ
さい。

しぶかわ
健康ダイヤル24
ｄ 0120-377-240

気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
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咳せ
き･

痰た
ん･

息
切
れ
は
年
の
せ
い

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
の

よ
う
な
症
状
が
出
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

（
慢
性
閉へ

い
そ
く塞
性
肺
疾
患
）と
い
う

病
気
が
今
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
と
に
か
く
早
期
に

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
早
期
治
療
は
将
来
の
寝
た

き
り
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
簡

単
チ
ェ
ッ
ク
や
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に

欠
か
せ
な
い
呼
吸
筋
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
知
っ
て
お
く
と
役
立
つ

情
報
を
お
話
し
し
ま
す
。
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
人
や
気
に
な

る
症
状
が
あ
る
人
に
特
に
お
す

す
め
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
心
配
な
肺
炎
な
ど
、

肺
の
病
気
に
つ
い
て
も
お
話
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

時　

12
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時（
受
付
は
午
後
１
時

か
ら
）

所　

中
央
公
民
館

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ

り
、
会
場
へ
は
乗
り
合
わ
せ
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

演
題　

｢

あ
な
た
の
咳･
痰･

息
切

れ
大
丈
夫
？
も
し
か
し
て
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
？
︱
高
齢
者
に
多
い
肺
の

病
気
に
つ
い
て
︱｣

師　

吉
井
明
弘
さ
ん（
西
群
馬
病

院
呼
吸
器
科
医
長
）

介
護
予
防
講
演
会
の
お
知
ら
せ

咳
・
痰
・
息
切
れ

高
齢
者
に
多
い
あ
の
病
気
か
も
？

対　

市
内
に
在
住･

在
勤
の
人

定　

１
０
０
人　

申　

電
話
で
本
高
齢
福
祉
課

（
℡
�
２
１
１
６
）へ

期　

11
月
28
日
㈭
ま
で

他　

こ
の
教
室
は
、
元
気
ポ
イ

ン
ト
対
象
事
業
で
す
。
40
歳
以

上
の
参
加
者
に
、
２
ポ
イ
ン
ト

差
し
上
げ
ま
す
。
５
ポ
イ
ン
ト

で
市
有
日
帰
り
温
泉
施
設
無
料

入
浴
券
１
枚
と
交
換
で
き
ま
す

　

詳
し
く
は
、高
齢
福
祉
課
へ
。

時　11月17日㈰ 午前10時〜午後３時
※より多くの人の相談を受けるため、個々の相談時間を制限させて
もらう場合があります。
対　こころの病気や不安・悩みなどの相談のある人（本人・家族）
専用電話　℡ 027-290-2920
費　無料（ただし、電話代は掛かります）
問　群馬県精神保健福祉協会事務局（県こころの健康センター内・
℡ 027-263-1166）

こころの電話相談

　こころの病気や不安・悩みをもつ人
のために、精神科医師、臨床心理士な
どが電話で相談に応じます。

　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
（〒377-8501・石原80）へ。
※提出された写真は返却しませ
ん。また、このコーナーは市ホ
ームページには掲載しません。

写真募集中
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〈
地
域
行
事
に
参
加
し
て
〉

　

渋
川
中
地
区
で
は
、
地
域
の

人
と
の
交
流
や
地
域
の
環
境
を

大
切
に
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会

や
育
成
会
な
ど
で
行
わ
れ
る
地

域
行
事
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ポ

イ
ン
ト
ラ
リ
ー
に
今
年
度
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
は
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い

る
地
域
行
事
に
参
加
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
が
付
さ
れ
、
10
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
た
子
ど
も
に
認
定

証
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
行

事
は
１
年
を
通
し
て
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
夏
休
み
に
は
数

多
く
の
行
事
が
各
地
域
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

〈
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守

ろ
う
〉

　

子
持
地
区
で
は
、
子
ど
も
の

安
全
安
心
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
各
学
校
の
取
り

組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

上
白
井
小
で
は
、
登
校
時
、

地
域
の
人
に
お
世
話
に
な
り
、

児
童
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
朝
の
忙
し

い
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児

童
の
た
め
に
協
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

中
郷
小
で
は
、
子
持
地
区
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
、
児
童
の
登

下
校
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
児
童
は
、
黄
色
い
ベ

ス
ト
に
親
し
み
を
持
ち
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
に
寄
っ
て
い
き

ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、
声
掛
け
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
と
と
も
に
お
は
や

し
を
納
涼
祭
で
披
露
し
た
り
、

早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
後
に
行
わ

れ
た
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
清
掃
活

動
の
作
業
を
行
っ
た
り
し
た
こ

と
は
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
大
切
な
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

行
事
へ
の
参
加
を
通
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
の
温
か
さ
や
地

域
を
大
切
に
す
る
思
い
に
触
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
感
謝
の
気
持
ち

や
地
域
を
大
切
に
す
る
心
が
育

っ
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
は
、
ゲ
ー

ム
的
要
素
を
取
り
入
れ
、
地
域

教
育
の
活
性
化
と
充
実
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
し

て
行
っ
て
い
き
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

　

長
尾
小
で
は
、
地
域
で
自
転

車
に
乗
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
る

４
年
生
を
対
象
に
自
転
車
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

北
牧
駐
在
所
員
、
子
持
地
区
交

通
指
導
員
、
自
転
車
安
全
指
導

員
、
子
持
地
区
交
通
安
全
協
会

の
人
と
保
護
者
16
人
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
持
中
学
校
で
は
、
４
月
に

は
北
牧
駐
在
所
員
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
交
通
安
全
教
室
を
実

施
。
そ
し
て
、
６
月
に
は
渋
川

消
防
北
分
署
の
消
防
士
さ
ん
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
は

地
域
の
人
な
ど
の
助
言
も
得
な

が
ら
、
危
険
な
乗
り
方
を
し
な

い
よ
う
に
学
校
か
ら
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

納涼祭での山
だ し

車はやし

安全安心パトロールの様子

地域クリーン作戦の様子

自転車教室で真剣な様子の児童たち

子持地区／地域の子どもは地域で守る

渋川地区／地域の人たちとの交流を通して

　10月から毎月１日号で、５回にわたり｢三者の
絆づくり｣を連載しています。このシリーズでは、
学校･家庭･地域三者連携推進事業の各地区の取り
組みを２地区ずつ紹介。次代を担う子どもたちの
育成に励む各地区の様子をご覧ください。
　詳しくは、二学校教育課（℡�2121)へ。

シ
リ
ー
ズ三者の絆づくり

毎月掲載／第２回
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夏
が
終
わ
り
、
次
第
に
過
ご
し

や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
間
も
な
く
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
う
時
季
が
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
危
険
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
特
徴
と
風
邪
の
違
い
を
紹
介

し
ま
す
。

︿
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
﹀

　

風
邪
に
は
２
０
０
種
以
上
の
原

因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
ま

す
。
そ
の
中
で｢

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス｣

の
感
染
に
よ
り
発

症
す
る
も
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
は
、
Ａ
型･

Ｂ
型･

Ｃ
型
の
３

つ
に
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
Ａ
型
や
Ｂ
型
の
ウ

イ
ル
ス
に
は
多
く
の
変
異
株
が

あ
り
、
大
流
行
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
流
行
す
る
の
は
Ａ
型
や
Ｂ
型

で
す
が
、
Ａ
型
の
方
が
大
規
模
、

広
範
囲
そ
し
て
短
期
間
で
流
行
し

ま
す
。

︿
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
﹀

　

風
邪
と
違
う
大
き
な
特
徴
を
３

つ
挙
げ
ま
す
。
第
一
に
、
突
然
高

熱（
38
度
以
上
）が
出
る
こ
と
で
す
。

熱
が
出
た
場
合
は
、
早
め
の
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。
第
二
に
、
治

る
ま
で
の
期
間
で
す
。
風
邪
は
一

般
的
に
２
～
３
日
で
軽
快
す
る
の

に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は

一
週
間
ほ
ど
要
し
ま
す
。
そ
し
て
、

第
三
に
、
筋
肉
痛
や
関
節
痛
な
ど

の
全
身
症
状
が
通
常
約
５
日
間
継

続
し
ま
す
。

︿
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
﹀ 

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や

高
熱
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

脳
症
や
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
発
症
す
る
と
後

遺
症
が
残
る
場
合
や
死
亡
例
も
あ

り
非
常
に
危
険
で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、
予
防

や
早
期
の
治
療
が
重
要
で
す
。
手

洗
い･

う
が
い
の
徹
底
と
空
気
を

乾
燥
さ
せ
な
い
こ
と
が
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
お
勧
め
し
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 健康の道しるべ 毎月掲載

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

渋
川
地
区
医
師
会

内

科

医

師

輝く明日に向けて 隔月４回掲載／第４回男女共同参画

～男女共同参画に関する
　　　　　市民意識調査の結果から④～

恋人や配偶者からの暴力について

　このところ、恋人や配偶者からの暴力（ドメス
ティック･バイオレンス、以下｢ＤＶ｣）が社会問
題として大きく取り上げられるようになりました。
　昨年度実施した｢男女共同参画に関する市民意
識調査｣で、｢これまでに恋人や配偶者から身体的･
精神的･性的･経済的暴力を受けた経験の有無｣
には、男性は6.8％、女性は20.9％の人が｢暴力
を受けたことがある｣と答えています。特に女性
は｢１、２度あった｣人が12.3％、｢何度もあった｣
人が8.6％と、私たちの身近なところにも被害
者がいることがわかります。また、｢どのような
暴力を受けたか｣には、｢精神的暴力｣や｢経済的
暴力｣と答える人が多い中、｢医師の治療を必要
とするくらいの暴力｣や｢命の危険を感じるくらい
の暴力｣を受けている人もいます（右表参照）。
　平成13年よりＤＶ防止法が施行され、国や自
治体では被害者の保護や、相談先の周知、予防

のための啓発に取り組んでいます。特に、被害
者が問題を一人で抱え込んでしまう状況をなく
すため、相談しようと思ったときに｢相談できな
い｣状態をなくし、相談から確実な支援につなげ
ることが早急の課題となっています。
　なお、11月12日から25日までは女性に対す
る暴力をなくす運動週間です。この機会に、｢Ｄ
Ｖは人権侵害であり、れっきとした犯罪行為であ
ること｣｢身近に被害者がいるかもしれないこと｣
を知っておいてください。　  （本市民生活課）

どのような暴力を受けたか
4020 80600

（％）

66.7％
76.2％76.2％

4.8％

23.0％
9.5％

19.5％
0.0％

35.6％35.6％

10.3％10.3％
4.8％

8.0％
4.8％

4.6％
4.8％

精神的暴力
（おどす、ののしる、無視する、監視するなど）

経済的暴力
（生活費を渡さない、外で働くことを妨害するなど）

医師の治療を必要としないくらいの暴力

性的暴力
（性行為や中絶を強要する、避妊に協力しないなど）

医師の治療を必要とするくらいの暴力

命の危険を感じるくらいの暴力

無回答
男性n＝21
女性n＝87
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マラソンコース概要

5kmコース
折り返し地点

3kmコース
折り返し地点

10kmコース
折り返し地点

フルマラソン

10kmコース

5kmコース

3kmコース大正橋

坂東橋

新坂東橋
(前渋BP) 

上毛大橋

大渡橋

グリーンドーム前橋

スタート

ゴール中央大橋

42.195㎞地点

敷島公園

40.1㎞地点
8.5㎞地点

日新電機信号(産業道路）

10.9㎞地点

敷島公園南信号(国体道路)

4.4㎞地点

上毛大橋東詰信号5.9㎞地点

大松信号(吉岡BP)

(往路)17.3㎞地点
(復路)35.3㎞地点

道の駅よしおか温泉

30.7㎞地点

スカイテルメ渋川

15.4㎞地点

利
根
川

27.4㎞地点

26.8㎞地点

渋川市役所前信号

23.8㎞地点

17号(総合病院前）

N

スカイテルメ渋川

よしおか温泉

上毛大橋

グリーンドーム前橋

県総合スポーツセンター

渋川駅

10月18日に行われた記者会見の様子

編 集 後 記
　７月１日号の編集後記で｢夕飯の主担当は私｣という一
文を何げなく記載。｢よくやるね｣｢まめだね｣など、周囲
から少しだけ反響がありました。ですが、奥さんからは｢私
が何もしてないみたいじゃない？｣の一言(汗)。誤解しな
いでください！持ちつ持たれつ二人で頑張っています(中)

11月６日からエントリー開始！
　来年４月20日に開催される、前橋･渋
川シティマラソンの一般エントリーが、
11月６日(水)から始まります。
　普段は車でしか通れない市内の駅前通
りのど真ん中を、約2,000人のランナー
がにぎやかに駆け抜ける予定。雄大な利
根川とさわやかな春の風を感じることが
できることも、このシティマラソンの醍
醐味です。
　また、補給食には、渋川の名産品のイ
チゴも提供され、スタート･ゴール地点の
前橋公園には、地元グルメの屋台も出店
予定。マラソンだけでなく、地域をＰＲ
する役割も担っています。
　さらに、今大会では、ゲストランナー
にタレントの長谷川理恵さん、元陸上オ
リンピック選手の弘山晴美さんらを迎え、
第１回大会にふさわしい、豪華な顔ぶれ
で大会を盛り上げます。
　ぜひ、このマラソンでしか体験できな
い感動を味わってください。
　詳しくは、公式ＨＰ(http://maeshibu
.jp)へ。

毎月掲載／第１回（全６回）

本スポーツ･健康推進
調整室（℡㉒2241）

特別シリーズ

～前橋･渋川シティマラソンへ向けて～

マラソンジャーナルマラソンジャーナル 開催ま
で

あと  
         

日169


